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神
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１
才
媛
；
ん
（
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〉

知
的
セ
ン
ス
あ
ふ

れ
る
国
際
派
娘

ヨ
聾
号
ヨ
ョ
賂
一
一
や
号
云
○
言

鰯

1

4 q 峰

照

小
笠
原
礼
子
さ
ん
〈
家
事
手
伝
い
〉

銭
一

師
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
武
道
」
親
善
使
節
団
に
通

訳
と
し
て
同
行
さ
れ
た
礼
子
さ
ん
の
、
知
的
セ

ン
ス
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
美
し
さ
に
、
家
内
が
す

っ
か
り
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

礼
子
さ
ん
は
、
海
星
女
子
学
院
を
経
て
、
関

西
学
院
大
学
法
学
部
へ
進
ま
れ
、
今
春
同
大
学
推
薦
者
／
田
端
基
宏

〈
関
西
信
用
金
庫
理
事
長
〉

院
を
御
卒
業
、
現
在
花
嫁
修
行
中
で
す
。

茶
道
・
華
道
は
師
範
の
腕
前
で
す
し
、
神
戸
日
仏
協
会
理
事
の
お
父
様
の

渡
仏
の
際
に
は
、
堪
能
な
フ
ラ
ン
ス
語
で
エ
ス
コ
ー
ト
も
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
セ
ン
ス
に
加
え
て
、
日
本
女
性
の
し
と
や
か
さ
と
気
く
ば
り
の
よ

さ
は
、
会
う
人
毎
に
好
感
を
抱
か
れ
る
素
敵
な
お
嬢
様
で
す
。

カ
メ
ラ
・
松
原
卓
也

』
進’｡＝‘13,Lｙ
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良
Ｉ

曹綴#＃

罪■Ｐ，砂

‘司

６ 柚
，
１
才
媛
；
ん
〈
鯛
〉

思
い
や
り
が
深
い

一
麗
し
き
レ
デ
ィ
ー

原
正
子
さ
ん
〈
神
繍
財
務
部
〉

ヨ
色
号
ヨ
ヨ
用
一
一
⑮
号
云
邑
言

蕊

当
社
の
台
所
・
財
務
部
資
金
課
に
お
勤
め
で

毎
日
数
億
円
の
お
金
の
出
納
を
ご
担
当
。

こ
の
正
子
（
し
よ
う
こ
）
さ
ん
を
評
し
て
、

「
社
交
的
な
明
る
い
お
嬢
さ
ん
」
と
か
「
カ
ラ

オ
ケ
の
好
き
な
現
代
女
性
」
と
か
「
花
に
舞
う

か
わ
い
い
妖
精
」
と
か
、
ど
れ
も
当
っ
て
い
る
灘
膨
瞬
鋤
龍
琴

が
、
彼
女
の
良
さ
に
は
不
十
分
。

彼
女
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
先
輩
・
同
僚
を
問
わ
ず
、
周
囲
の
人
々
へ
深

い
思
い
や
り
と
細
か
い
気
配
り
を
す
る
腿
人
。
常
に
相
手
に
合
わ
せ
よ
う

と
務
め
て
お
ら
れ
る
ご
様
子
。
ご
両
親
の
養
育
方
針
が
偲
ば
れ
ま
す
。

彼
女
の
思
い
や
り
を
独
占
で
き
る
特
定
の
男
性
が
羨
し
い
。

カ
メ
ラ
・
松
原
卓
也

､ ﾛ

ユ■

斜
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～ ㈱ちんがら屋
代表取締役三角弘一

神戸市中央区三宮町2 - 1 1 - 1 - 1 0 3
０７８－３３２－５２９８㈹

、

農喜神戸百店会神戸の専門店で
ハイセンスなお買物を 可

す
や
か
を
、

を
つ
の
く
ｂ
４
勺
ｌ
〆
γ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ﾍ べﾙ ジﾕ バﾝ ｽ ｸ ﾘ ﾆ ﾂ ｸ ｻ ﾛ ﾝ
蕊美篭f f l 弾讃

ノ

へ
隙) ウィンザー
代表取締役山田六郎

神戸市中央区八幡通4 - 1 - 1 4
０７８－２３１－２０１３

へ
株式会社とんかつ武蔵

代表取締役川飛満祐
神戸市中央区三富町2 - 1 1 - 2

０７８－３２１－０６３４

、

へ｡ ●･ 識禁禰
山崎続也

大丸前本店0 7 8 - 3 3 1 - 5 7 7 2
さんちか支店０７８－３９１－５２３３

へ和洋家具･ ｶ ｰ ﾃ ﾝ . ｶ ｰ ぺｯ ﾄ
インテリアイリフネ
取締役社長村上一道

神戸市趣祈在京南叩- 2 - 3 大甲バｲ ﾝ ｰ ﾙ 内
０７８－８５１－２８４１

へ ｵ ｰ ダ ｰ ﾒ ｲ ドの紳士服

図禰日偶ア泌§‐…- ，岡田厳
神戸市中央区御幸通8 - 1 - 6 神戸国際会館3Ｆ

Ｏ７８－２３Ｌ３５７５

へ株式会社みどり美粧院
代表取締役吉田光枝

神戸市中央区北長狭通1 －１０－５
０７８－３３１－９７３４

代表取締役畑尾芙久子
神戸市中央区三宮町2 - 6 - 4
０７８－３３１－８８９４㈹

へ株式会社神戸眼鏡院
，代表取締役社長鳥越静助
神戸中央区元町辿3 - 6 - 1 2

0 7 8 - 3 2 1 - 1 2 1 2 ㈹

～ 株式会社不二屋
メープルF U J I Y A

神戸市中央区三富町3 - 8 - 1 3
代表取締役吉田俊夫

０７８－３９１－０５３５

ブライダルサロン

中j I l衣裳店
中川護

神戸市中央区三富町1 丁目５－２９
０７８－３３１－５３３３

へ EnBENlYA
K “どＯ盃ＡＫＡ１画ＫＴＯ

代表取締役松谷富士男
神〆市中央区三郷I I I l - 1 0 - 1

交旭センターピル6 Ｆ0 7 8 - 3 3 2 - 3 1 5 5

へ

へ 株式会社クロス
代表取締役清水俊夫

神戸市中央区北長狭通3 丁目1 2 - 1
０７８－３９１－１７８１

へ 感性フィットイン

ファッションパーク
さんプラザ2 Ｆ・3 Ｆ，センタープラザ3 Ｆ

０７８－３３２－１６９８

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



『

１１

９

Ｊ
Ｆ

Ｊ１
『

『

』４

４勺１
赴

可

１
－

I

４
『４’ ､ １１
上，■ ¥

』 ｰ ‐ｉ
－ＪＬ

Ｆ津
上』
匿己一一 則

ＤＬ ､ ﾖ

」LＬ
協賛企業・太陽神戸銀行帽子提供・M a x i m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



卜

、
■

〆 唇画

アンテイークミュージツクボツクスコレクシヨン 夕

凸
一ユ

■壷一

ｒ 字’

一ｊ ｇ

蕊 ８/ ２①今8 / ２０⑧
7 7 : ００～７８；００

、（最終日５時閉場）,
1 0 0 年以上もの時の流れを超え
て当時の音が、そのまま楽しめ．

ら

るアンティーク･ ミュージ､ ソク・
ボックス( オルゴール) は間く人
の心を和ませます。
哀愁を帯びたメロディが忘れか
けたロマンを鮮やかに想い出さ
せる音の宝石箱のコレクション‘
をぜひおきき下さい。

＝

＝．
閏
Ｉ

園

毒騨
謎し

己

ノ、

画

ヨ

韓神戸市中央区北野町２丁ｌｌ８－１ＴＥＬ．（0 7 8 ) 2 2 2 - 3 5 3 5

コスモス☆ファンタジー

，荒木幸史展
（日本美術家連盟会員）

ファンタジックな雲や幻想的な海をバック
に美しく咲きみだれるコスモス展。壁

８/ ２⑧今８/ ２８⑧

グー惨霊＝…ｅ ~

ざ■ﾌ ｧ ﾐ ﾘ ｱ 北野坂ハウス

』

T E X R O O M ＆L I T T L E ＳＨＯＰ
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寺

／ 、

暑中お見舞申し上げます，
平素は格別のお引立を賜り厚く御礼申
しあげます。
さて、弊社俵７月 ６日付を以ちまして

事務所を現在の国際交流会館７階より ８

階に移転拡張し、 シンボルマークも一新
致しました。つきましては、事務
マーク変更を機に、社員一同、よ

所移転
り一層

ＩＭ
Ｌ一

雲鶏義蕊雲

彦一~罵言蕎謹リ

拳鍵
亡］ 皆様方のご期待にお応えできるべく、努

力致す所存でございますので、何
のご支援、ご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

代表取締役社長

青 木幸夫

卒倍旧
心より！

iｉｆ
ｉ

も
Ｆ
『
一
一

一
《
．

ｈ

Ｋ

露ＭＰイ

二二■、

■ 蕊謬

ノ

、

１
一

｡

ざ■■

一
一

商業不動産事業計画コンサルタント

、

蕊謬

際式会社エルアイシー〒65O神戸市中央区潅島中町6丁目8岳地の1ボートｱｲﾗﾝＦ国際交流会館8FTEI-O78-302-4009㈹Fｼ6ｌｘ､078-302-1320
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1989年竜、
Ih-

、／
＠FｾodCityKdoe

、

暑中お見舞い申しあげます６
Ｉ

ノ

K l N ○S H n A
P E A R L
CO,L丁，

‘Z傘ZZ〃
株式会社木下真珠
〒6 5 o 神戸市中央区山本通1 丁目7 - 7 ( 北野坂）
ＴＥＬ（0 7 8 ) 2 2 1 - 3 1 7 0
1 0 : O O A M ～6 : 0 O P M 東京／赤坂･ 銀脹･ 青山大阪／心斎橘
ｵ ｰ ダｰ ｻ ﾛ ﾝ は８月1 2 日~ 1 6 日は休ませていただきます｡

Ｉ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Ｉ

Ｉ
９１ｓ
〔1．

神戸市中央
本 社

O P A 店３Ｆ

森真珠株式会社
灰二宮町１丁目４－１５

(078)241-2125㈹ 本社ショールーム２Ｆ

ノ
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☆選りすぐった一点を…。

SIancI1e
神戸市中央区元町迩2 丁目5 - 7 念3 3 1 - 4 7 0 7

ザ

☆欧風家具･ 設計･ 創作

永1 1 1 良介商店
神戸市中央区三謹町3 丁目1 - 4 冠3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

ハ
イ
カ
ラ
神
戸
の
仁
陰
航
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が

〃
マ
キ
シ
ン
〃
の
帽
子
に
光
り
ま
す
。

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです。

》美一ＢＥ専門店物語γ

ヨ邑万加
神戸市中央区二宮町3rFI1-9念331-5190

☆よろず御椴衣経上虚

神戸ｼ ﾔ ﾘ ﾉ
神戸市中央区乏宵町3丁目l - 6 a 3 3 1 - 2 1 6 8

ＫＯＢＥＥＸＣＲＺ７′ＥⅣＴＳＨＯＰｏＬ４

☆
戦
後
は
進
駐
軍
の
将
校
夫
人
に

面
白
い
ほ
ど
帽
子
が
売
れ
た

昭
和
巧
年
。
生
田
神
社
の
東
門
筋
に

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
帽
子
「
マ
キ
シ

ン
」
は
、
初
代
渡
遥
利
武
社
長
に
よ
っ
て

美
し
い
ハ
イ
セ
ン
ス
な
店
を
誕
生
さ
せ

た
。

モ
ガ
・
モ
ポ
時
代
が
終
わ
っ
て
、
フ

レ
ア
ー
ス
カ
ー
ト
の
優
し
い
女
ら
し
い

エ
レ
ガ
ン
ト
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
頃
で
、

帽
子
も
、
フ
レ
ア
の
あ
る
エ
レ
ガ
ン
ト

な
シ
ル
エ
ッ
ト
の
作
品
が
飾
ら
れ
た
。

福
富
芳
美
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学

校
長
は
娘
時
代
ウ
イ
ン
ド
ー
を
観
る
の

が
楽
し
み
だ
っ
た
そ
う
だ
。

☆本格派の人々に愛される

☆伝わる真どころ手づくりの風格

柴田音吉洋服店
神戸市中央恢尤町迩‘1 1 ~ 1 1 2 - 2 2公3 4 1 - 0 6 9 3

☆舶来品ブテイック
ヱラZ 夕一ニュートン
神戸市中央区北奨狭通3 丁目1 2 - 1 4 念3 3 1 - 1 8 1 8

記
年
に
入
社
し
た
浩
康
社
長
の
初
任
給

は
１
万
３
千
円
。
帽
子
は
２
．
３
千
円

と
い
う
値
段
に
な
ん
と
高
い
も
ん
や
ろ

う
と
思
っ
た
そ
う
だ
。
加
年
代
か
ら
全

国
の
専
門
店
（
現
在
伽
店
）
百
貨
店
（
現

在
知
店
）
に
手
を
拡
げ
、
大
阪
、
東
京
、

沖
細
か
ら
北
海
道
ま
で
、
神
戸
の
帽
子

「
マ
キ
シ
ン
」
の
名
声
が
上
が
っ
た
が
、

こ
れ
も
ハ
イ
カ
ラ
神
戸
の
伝
統
の
賜
で

す
と
渡
辺
社
長
は
語
る
。

☆
マ
キ
シ
ン
の
神
髄
は
色
調
へ
の

感
性
と
シ
ン
プ
ル
な
シ
ル
エ
ッ
ト

水
野
正
夫
さ
ん
が
「
好
き
な
帽
子
屋

マ
キ
シ
ン
は
外
国
人
の
お
客
様
が
多
か

っ
た
せ
い
か
、
個
性
的
な
形
と
派
手
な

色
合
い
は
東
京
で
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

と
感
激
。
「
マ
キ
シ
ン
」
の
特
色
は
、
色

調
へ
の
感
性
と
シ
ン
プ
ル
な
シ
ル
エ
ッ

ト
の
美
し
さ
。
明
る
い
陽
差
し
の
中
で

は
え
る
帽
子
で
、
自
分
を
演
出
で
き
る

信
念
を
持
っ
た
お
客
様
が
多
く
作
家
の

山
崎
豊
子
、
田
辺
聖
子
（
藤
本
ハ
ル
ミ

さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
で
）
さ
ん
や
、
女
優

の
山
田
五
十
鈴
、
森
光
子
、
ミ
ャ
コ
蝶

々
、
草
笛
光
子
さ
ん
や
タ
ヵ
ラ
ズ
ヵ
の

ス
タ
ー
達
が
舞
台
の
合
間
に
か
け
つ
け

る
。
ト
ア
ロ
ー
ド
「
マ
キ
シ
ン
」
は
、
全
国

に
売
る
「
マ
キ
シ
ン
」
の
心
臓
部
。
こ
こ

か
ら
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
、

デ
ザ
イ
ン
に
反
映
さ
せ
、
親
切
で
優
し

く
、
て
い
ね
い
な
神
戸
商
法
が
こ
こ
に

生
き
て
い
る
。

渡
辺
浩
服
社
長

☆婦人帽子

、、G A x ｡ ､ ､侭、
マ善シ＞

神戸市中央区北豊挟逝２ｒＨ６－１３垂331-6711
戦
争
が
激
し
く
な
り
、
戦
災
を
受
け

た
「
マ
キ
シ
ン
」
は
、
生
田
新
道
に
復
活
。

戦
後
ま
も
な
く
も
、
帽
子
な
ん
て
と

い
う
国
民
感
情
の
中
で
、
上
得
意
は
進

駐
軍
の
将
校
夫
人
達
。
奈
良
や
岐
阜
の

米
軍
キ
ャ
ン
プ
か
ら
も
招
待
さ
れ
、
帽

子
を
持
っ
て
出
掛
け
、
面
白
い
程
売
れ

た
そ
う
で
あ
る
。

昭
和
溺
年
に
は
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
。

特
殊
部
隊
の
グ
リ
ー
ン
ベ
レ
ー
に
憧
れ

て
か
ベ
レ
ー
一
辺
倒
。
材
料
の
段
階
か

ら
送
り
先
が
決
ま
っ
て
い
て
、
昼
間
必

死
で
造
り
、
夜
、
売
り
に
出
か
け
る
と
い

う
特
需
景
気
。
や
が
て
国
内
も
、
昭
和

”
・
８
年
頃
〃
君
の
名
は
〃
の
真
知
子

巻
き
が
大
流
行
の
火
を
つ
け
、
本
格
的

な
帽
子
の
ブ
ー
ム
と
相
成
っ
た
。

当
時
、
学
生
だ
っ
た
二
代
目
の
渡
辺

浩
康
社
長
は
、
何
気
な
く
店
に
い
く
と

８
割
が
外
国
人
。
神
戸
港
に
や
っ
て
来

る
客
船
や
軍
艦
が
多
く
、
は
な
や
か
で

個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
よ
く
売
れ
た
。

昭
和
卯
年
代
か
ら
万
博
（
妬
年
）
の
頃

ま
で
は
、
本
格
的
な
お
し
ゃ
れ
が
始
ま

り
、
「
マ
キ
シ
ン
」
も
ト
ア
ロ
ー
ド
の
現

在
地
に
進
出
し
確
固
た
る
帽
子
の
専
門

店
と
し
て
名
声
が
全
国
的
に
広
ま
っ
た
。
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課
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神戸市制1 0 0 周年

､ イカラＫＯノ

－

，
画
、
一
一

Ｐ
華
》

脚
冊

夢星雲鍵皇

現在の店舗正面( 右) とハイカラのエッセンスが光る商品が並ぶ店内( 左）

△昭和3 1 年～3 2 年頃の店舗全景
（左) と店内の様子

トヨーロッバで買いつけた商品
のファッションショー、ヨー
ロッパコレクションを開いた
時の様子( 昭和3 2 年当時の朝
日会館で）
< 東京の百貨店で開いた芳村
真理さんの司会による､ イー
スターパレードのファッショ
ンショー( 昭和4 7 年）

耀

ﾛ
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一

建設大臣【a第1 0 3 9号 建設大臣働第3 2 7 9 号関西不動産情報センター会員

…………諺……ﾌと,‘,憾砥i鴬薫麓薫薫蛎蕊…驚咽擬舞う群篭鳶
云06<244)1011㈹ 金06(244)1011㈹

お問合せは現地インフォメーションセンター垂0 7 8 - 7 9 4 - 5 8 0 2
』

神戸学園都市民間活力導入コンペ最優秀作品
全戸住宅金融公庫融資付

；

〃 鴎

Ⅱ1m
B月１２日(±)より
モテルﾙｰｺﾑｵｰ:プン
園予定最多販売価格帯-

4 , 4 0 0 万円台･ 拙鳴一一雪
(住居専有面積／9 6 . 7 5 ㎡）※梢岬l は含みまｧ 。

畔園都市
ﾌ ーパンライフ

〔、ﾐ畠‘:宅〆】
〃

｢ 学園都市｣の駅前気分………
Ｕ

ﾌﾚｯ:/､丈でｱｶデﾐｯｸな新世代都市に暮就
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Ⅸ

呉
山
隆

ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
販
一
硬
埜
丑
云
社

販
売
事
業
部
第
一
一
部
係
長

私
ど
も
の
〃
神
戸
学
園
都
市

ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
〃
は
、
神
戸

市
主
催
の
事
業
コ
ン
ペ
で
最
優

秀
作
品
に
選
ば
れ
た
も
の
で
、

斬
新
な
街
に
ふ
さ
わ
し
い
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
、
ゆ
と
り
の
あ

る
広
さ
・
２
０
，
１
０
０
㎡
の
敷

地
に
わ
ず
か
１
５
６
戸
、
低
層

３
階
建
の
ゆ
っ
た
り
設
計
。
平

均
専
有
面
積
１
０
４
㎡
の
ひ
と

ま
わ
り
大
き
な
間
取
り
。
し
か

も
全
戸
南
向
き
、
角
部
屋
。
駐

車
場
は
全
戸
数
分
地
下
に
完
備
。

次
に
時
代
を
先
取
り
し
た
設

備
の
数
々
。
例
え
ば
型
時
間
快

適
な
〃
セ
ン
ト
ラ
ル
給
湯
暖
房

シ
ス
テ
ム
〃
、
完
壁
な
防
犯
体

制
を
誇
る
〃
Ｔ
Ｖ
付
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
シ
ス
テ
ム
と
型
時
間
集
中

監
視
シ
ス
テ
ム
〃
電
話
一
本

で
電
気
器
具
を
遠
隔
操
作
で
き

る
〃
テ
レ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス

テ
ム
〃
、
ま
た
街
の
中
心
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
と
カ
ル

チ
ャ
ー
ル
ー
ム
を
設
置
。
ぜ
ひ

こ
の
素
晴
ら
し
い
居
住
性
を
、

一
度
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

標準を上まわる広い室内、全室セントラル暖房。（モデルルームにて撮影）

百一
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さ
し
ず
め
現
在
の
井
戸
端
会
議
の
場
は
ど
こ
だ
ろ

う
か
。
主
婦
の
お
し
ゃ
べ
り
の
場
と
幼
児
の
遊
び
場

な
ど
を
街
の
中
の
計
画
に
話
題
と
し
て
あ
が
っ
て
来

て
も
よ
い
の
に
、
な
か
な
か
う
ま
い
プ
ラ
ン
が
セ
ッ

ト
さ
れ
な
い
。
や
は
り
主
婦
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
家

事
労
働
が
う
ま
く
か
み
合
っ
て
こ
な
い
か
ら
で
あ
ろ

う
。主

婦
の
立
ち
話
の
場
所
は
、
台
所
の
勝
手
口
近
く

で
あ
っ
た
り
、
玄
関
先
の
ポ
ス
ト
前
で
あ
っ
た
り
、

子
供
の
通
園
通
学
前
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
り
す
る
の

だ
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
昔
の
よ
う
に
井
戸
端
会
議

を
定
着
す
る
場
所
は
も
う
あ
り
得
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

木
か
げ
に
椅
子
の
二
・
三
脚
も
あ
る
と
か
、
そ
の

横
に
砂
場
が
あ
れ
ば
、
立
派
な
主
婦
の
井
戸
端
会
議

室
と
な
る
し
か
け
は
出
来
上
が
っ
た
と
い
え
る
。

住
民
運
動
の
た
め
の
会
議
室
を
セ
ッ
ト
す
る
前
に

隣
近
所
の
主
婦
や
幼
児
の
何
の
気
な
し
に
集
ま
っ
て

来
て
い
る
と
こ
ろ
こ
そ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
帯
を

つ
く
る
も
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
と
思

う
の
だ
が
。

街づく リ く８〉 嶋田勝次
神戸大学工学部教授

画

井
戸
端
会
議
の
場
づ
く
り

街

神戸娘利台衝並イメージスケッチ／吉川義弘
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、、
、

〈リ
家
事
労
働
の
雑
多
な
作
業
を
う
け
も
つ
空
間
は
、

何
故
か
い
つ
も
粗
末
に
扱
わ
れ
過
ぎ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
封
建
的
社
会
で
は
、
家
長
の
出
入
す
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
と
さ
れ
、
台
所
の
裏
側
に
あ
っ
て
、
漬

物
類
と
同
居
し
て
い
た
り
、
洗
濯
物
の
洗
い
場
に
な

っ
て
い
た
り
、
い
ろ
ん
な
収
納
物
の
置
き
場
に
な
っ

て
い
た
り
、
と
い
う
よ
う
な
じ
め
じ
め
し
た
う
っ
と

う
し
い
所
に
主
婦
の
働
き
場
所
が
お
か
れ
て
い
た
。

あ
ま
り
楽
し
く
な
い
作
業
の
場
で
あ
る
か
ら
、
極

力
明
る
い
空
間
づ
く
り
に
こ
こ
ろ
が
け
る
こ
と
と
、

乱
雑
な
も
の
の
整
理
整
頓
に
た
え
ず
こ
こ
ろ
く
ば
り

を
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
必
要
で
あ
る
。

家
の
中
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
外
来
者
と
は
へ

だ
て
ら
れ
た
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
主
婦
に
と
っ
て

は
す
ぐ
対
応
出
来
る
位
置
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

た
め
、
外
部
空
間
と
内
部
空
間
を
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
と

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
し
て
区
分
し
た
り
、
来
客
と
家
族

と
の
接
点
に
当
た
る
部
分
と
し
て
、
み
ご
と
な
解
決

策
を
見
出
し
て
ほ
し
い
。

使
う
側
か
ら
の
名
建
築
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
と

い
え
そ
う
で
あ
る
。

名
サ
ー
ビ
ス
ヤ
，

家

家づ

神戸支店
〒6 5 1 - 1 Ｉ神戸市北区鳴子2 丁目1 7 番２
冠078(593)7072ＦＡＸＯ７８(591)8985

夢にｶ ﾀ ﾁ 判1 M にいのち

SlllSHWA
新星和不動産

新展和の｢ クオリスー) ( 新御堂みのおハウジングガーデン）
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美
し
く
な
る
た
め
に
、
恥
ず
か
し
が

、
学畠 し

て
み
て
一
卜
さ
い
。

士
小
竿
９
、
今
の
奉
弔
垂
萌

ン
と
違
っ
て
自
分
に
あ
っ
た
サ
ロ
ン
を

ブ
ロ
ー
チ
し
て
下
さ
い
。

ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
エ
ス
テ

問
題
。
で
も
あ
き
ら
め
る
こ
と
は
あ
り

み
つ
け
る
の
は
滝
確
か
に
む
ず
か
し
い

て
下
さ
い
。

テ
イ
ッ
ク
サ
ロ
ン
に
電
話
を
か
け
て
み

あ
っ
た
サ
ロ
ン
を
お
選
び
下
さ
い
。

人
柄
、
料
金
設
定
な
ど
が
分
か
っ
て
く

し
て
サ
ロ
ン
の
雰
囲
気
籍
ス
タ
ッ
フ
の

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
積
極
的
に
ア

点
を
話
し
て
い
く
う
ち
に
、
電
話
を
通

る
は
ず
で
す
。
そ
の
中
か
ら
ご
自
分
に

階引

お
電
話
で
貴
女
が
も
っ
て
い
る
疑
問

し
さ
を
創
り
出
す
エ
ス

テ
テ
ィ
ッ
ク
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
い

女
性
の
美
意
識
が
高

ま
っ
て
き
た
昨
今
、
美

一言一二言

塁 せ
っ
か
く
美
し
く
な
っ
た
肌

で
も
、
通
う
の
を
や
め
る
と

ど
う
な
る
のう
の
を
や
め
る

上
I

お
客
様
の
顔
が
ひ

と
り
ひ
と
り
違
う
よ
貴
女
の
理
想
の
お
肌
に
な
っ
た
時
点

う
に
、
ボ
デ
イ
コ
ン
で
お
休
み
頂
い
て
結
構
で
す
よ
。
た
だ

デ
イ
シ
ョ
ン
、
ス
キ
し
、
美
し
い
お
肌
を
持
続
な
さ
る
為
に

ン
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
月
一
回
の
ぺ
Ｉ
ス
で
通
っ
て
頂
く
の

も
違
う
も
の
で
す
。
が
ベ
ス
ト
で
す
。
も
ち
ろ
ん
サ
ロ
ン
に

そ
れ
に
、
ご
自
分
の
通
っ
て
い
る
間
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て

理
想
と
さ
れ
る
ス
テ
頂
い
た
毎
日
の
お
手
入
れ
は
守
っ
て
下

ツ
プ
も
人
そ
れ
ぞ
れ
。
さ
い
ね
。

『

！

貴
女
の
理
想
の
肌
の

キ
ー
プ
の
た
め

毎
日
の
お
手
入
れ
を
。

ｊ
今（

宮
田
良
子

う
ジ
オ
イ
受
今
ｚ
ｌ

１
１
‐
福
恭

か
お
り
ン
昌
卜

自
分
に
あ
っ
た
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
は

ど
の
よ
う
に
し
て
選
ん
だ
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
。

BEAUTY

女
性
の
美
し
さ
を
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
エ
ス
テ
テ
イ
ッ
ク
．

そ
の
良
さ
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
始
め
て
の
人
に
は
ち
ょ
っ
と
…
…
。

そ
こ
で
、
ソ
シ
エ
・
デ
・
エ
ス
テ
銀
座
ワ
ー
ル
ド
の
ス
タ
ッ
フ
に

垂
師
宰
白
（
山
廊
諾
向
』
Ｌ
笠
弓
え
）
し
い
↑
ん
控
に
き
こ
ま
‐
し
挫
上
。
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一
高
階
美
由
紀
店
長
一
権
毒
諦
九
家
型
鑑
諏
。

の
リ
ン
ク
ル
ト
ー
ニ
ン
グ
は
、
超
微
流

の
低
周
波
が
皮
膚
細
胞
に
直
接
働
き
か

け
、
衰
え
た
肌
に
細
胞
の
活
発
な
働
き

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
画
期
的
な
方
法
で

す
。
と
同
時
に
、
エ
ス
テ
テ
イ
ッ
ク
の

偉
大
な
技
術
者
と
し
て
世
界
的
に
有
名

高
級
イ
メ
Ｉ

ど
れ
位
の
時

か
か
る
の
で驚

郁
掛
吐
。
心
達
謡
鮮
維

》
“
》
癖
吟
一
》
》
》
剛
蝿

セ
リ
ン
グ
を
い
た
し
ま
す
。
お
客
様
の

ご
希
望
に
あ
わ
せ
た
、
数
多
く
の
コ
ー

ス
の
中
か
ら
料
金
を
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
安
心
下
さ
い
。

ま
た
、
あ
な
た
の
好
き
な
お
支
払
い

方
法
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
〃
ビ
ュ
ー

テ
ィ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
″
も
ご
ざ
い
ま
す
。

期
間
も
、
貴
女
に
決
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
が
お
肌

に
必
要
で
あ
る
か
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
ご
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

あ
く
ま
で
も
蕊
貴
女
自
身
に
選
ん
で

い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

｡ '

ジ
の
あ
る
エ
ス
テ

す
力
間
と
費
用
が

ソ
シ
エ
の
特
徴
っ
て

な
ん
で
し
ょ
う

４９J戸

●
酔
一

震ir
l‐

Iii 1111
誼巧一

一

＋
″
古
ノ
、
／
‐
セ
Ⅱ
ノ
、
”
〃
ノ
レ
ト
ト
ヰ
つ
｝
し

貴
女
の
ご
三
布
望
に
あ
わ
せ
ま
す
。

私
ど
も
、
ソ
シ
エ

ワ
ー
ル
ド
は
、
お
客

様
に
納
得
の
い
く
ま

で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
し
、
最
適
な
指
導

間宮
皆０ で・哩

〈そごう> ウイング( そごう南へ5 0 ｍ）
神戸市中央区磯卜通８－１－２３
〈そこう＞ウイング６．７Ｆ
からだとこころのエステテイック

ソシエｄｅエステ・銀座ワールド
公078(221)1602

営業時間ＡＭ１０: 0 0 ～ＰＭ８: 0 ０

] 隅’１

高
度
曜
な
エ
ス
テ
技
術
唖
は

一
美
の
プ
グ
ロ
恥
た
か
ら
こ
そ
。

な
リ
デ
ィ
ァ
・
ダ
イ
ナ
ウ
女
史
が
創
っ

た
化
粧
品
に
よ
っ
て
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
を
し
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
ス
テ
テ
イ
シ
ャ
ン

た
ち
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
、
リ

デ
ィ
ア
・
ダ
イ
ナ
ウ
化
粧
品
は
、
美
肌

を
つ
く
る
す
ぐ
れ
た
皮
膚
再
生
力
に
よ

り
全
世
界
の
女
性
を
魅
了
し
た
化
粧
品
。

植
物
エ
キ
ス
「
フ
ィ
ト
ス
チ
ミ
ュ
ラ
ン
』

な
ど
自
然
界
の
抽
出
物
を
た
く
さ
ん
含

ん
で
い
る
の
が
鍵
。
こ
の
エ
キ
ス
を
肌

に
直
接
導
入
し
、
真
皮
に
ま
で
成
分
を

浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
弾
力
性
を

も
た
せ
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

く
の
は
、
ソ
シ
エ
独
自
の
養
成
期
間
Ｉ

Ｂ
Ａ
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ュ

ー
テ
ィ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）
か
ら
選
り
す
ぐ

ら
れ
た
美
の
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た

ち
。
安
心
し
て
お
ま
か
せ
下
さ
い
。

島雪
君

電
』

」
」 ソ

シ
エ
の
特
徴
っ
て

な
ん
で
し
ょ
う

曙

耐
１

Ｎ
ｉ
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●詳しい責料のご請求先: 〒5 7 0 大阪府守口市大日東町１００括地三洋廼援株式会社ＡＶ事業本部オーディオ国内営業部ＲＯＢＯＫＢ ノ社

遊
び
な
が
ら
、
生
活
体
験
。
会株式

は
じ
め
て
の
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
遊
具
が
、
率洋

目
ざ
め
た
て
の
好
寄
寒
心
を
の
び
の
び
と
育
て
ま
す
。
｜
崖

Ｌ

刑

人と｡ 地球が大好きです

アイ|目ミルたんＣよう

i(､'毒繍茄耀”

可「

戸一

鱈

Ｉ

９
９

』

［

１

〆 、

◎-KJノ
f O r c u r i ◎u ｓＫＩＤ５
ｂｙｓｑｎｙｏ

本格的なＢＢＤ通子エコー採用｡ 曲の
頭出しが簡単なＡＭＳＳ自動選曲機
栂( 前後1 曲) 搭職｡ 『拍手｣ や｢ アンコ
ールノアンコールノ｣ の掛け声で､ パー
ティーを盛り上げますも

０-K（
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暦

、／

ヌーヴェル。ヴァーグを真似て

ふと粉れ込んだ街角

旧いビルの谷間で

ひとときの空想にふける

夏はもうすぐクランクアップ…

Ｉ

辰辱

ノ

〃

ワンピース／コマンド

露

己

；ｉ
Ｉ

、

一
Ｊ
■

望
‐
‐
‐
Ⅲ
》
。
１

Ⅱ
ら
・
〆

Ⅲ
’
Ⅱ
■
、
圃
廓
唾
匹
』
●
炉
袖
１
ｋ
ロ
妃
函
〆

Ⅱ

１
１

ﾉグ〒

Ｌ
一三

挫鐙司声

ニンぞ声
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す
よ
。
」

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
記

階
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
シ
ュ
ー
ル
・
レ
ゼ
ー

ル
″
（
の
昌
斤
の
の
ア
ー
ー
の
の
）
は
フ

ラ
ン
ス
語
で
「
翼
の
上
で
Ｌ
と
い
う
意
味

だ
。白

い
神
戸
の
街
、
青
い
海
と
空
、
そ

し
て
六
甲
の
緑
の
山
並
み
を
見
降
す
爽

や
か
さ
は
、
窓
に
か
か
る
白
い
力
ｌ
テ

ン
の
優
雅
さ
と
相
ま
っ
て
、
空
を
湖
ぶ

鳥
の
よ
う
な
、
軽
や
か
な
気
分
で
美
味

し
い
風
景
を
満
喫
で
き
る
。
光
の
夜
も

こ
の
美
し
さ
は
格
別
。

〃
シ
ュ
ー
ル
・
レ
ゼ
ー
ル
″
の
コ
ー

ス
メ
ニ
ュ
ー
は
、
七
千
円
、
九
千
円
、

一
万
二
千
円
、
一
万
五
千
円
と
四
コ
ー

ス
あ
る
が
、
｜
番
人
気
の
あ
る
の
は
一

万
二
千
円
（
オ
ー
ド
ブ
ル
・
ス
ー
プ
・

神
戸
牛
フ
ィ
レ
肉
・
サ
ラ
ダ
・
デ
ザ
ー

ト
）
の
コ
ー
ス
。
ム
ー
ド
派
の
カ
ッ
プ

ル
や
家
族
づ
れ
に
、
神
戸
ビ
ー
フ
の
魅

力
は
欠
か
せ
ぬ
も
の
ら
し
い
。

｜
品
な
ら
、
ロ
ジ
ェ
風
と
い
う
蓄
蔽

の
樹
の
垣
根
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ホ
タ
テ

貝
料
理
や
鯛
料
理
な
ど
が
お
す
す
め
。

料
理
長
の
西
久
保
節
文
さ
ん
は
、
昭

和
二
十
四
年
生
ま
れ
で
、
コ
ッ
ク
歴
二

十
二
年
。
ス
ラ
リ
と
長
身
の
シ
エ
フ
に

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン

ｏ
味
の
遊
覧
船

″
シ
ユ
ー
ル
・
レ
ゼ
ー
ル
〃

る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
広
島
の
若
い

ボ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で

慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
メ
ル
ヘ

ン
ラ
ン
ド
の
グ
ル
メ
た
ち
を
テ
ー
マ
に

ハ
イ
ジ
や
赤
毛
の
ア
ン
、
小
公
女
な
ど

を
料
理
に
ア
レ
ン
ジ
。

昨
年
の
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
の
オ
ー
プ
ン
で
再
び
神
戸
に
。

再
び
バ
ン
ド
ロ
ー
シ
Ｔ

る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

世
代
に
も
っ
と
ナ
イ
フ

む
ず
か
し
さ
を
学
ぶ
。
そ
の
後
、
広
島

長
を
務
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
管
理
職
の

関
係
を
。
そ
こ
で
ア
ン
ド
レ
バ
ン
ド
ロ

を
。
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
は
人
間

ル
で
調
理
師
と
し
て
の
姿
勢
の
厳
し
さ

憧
れ
の
東
京
に
行
き
、
パ
レ
ス
ホ
テ

と
「
親
父
が
コ
ッ
ク
だ
っ
た
こ
と
も
あ

エ
フ
と
仕
事
を
す

ｌ
シ
エ
フ
と
出
会
っ
て
料
理
に
め
ざ
め
、

こ
の
道
に
入
っ
た
き
っ

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
ヘ
移
り
、

っ
て
、
自
然
に
こ
の
道
に
入
っ
た
ん
で

か
け
を
尋
ね
る

は
宴
会
副
料
理

や
フ
ォ
ー
ク
に

「
こ
こ
は
、
自
分
の
思
い
通
り
に
や

れ
る
の
で
、
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。

今
は
、
基
本
を
ふ
ま
え
た
古
典
的
な

中
に
、
料
理
の
流
れ
を
今
風
に
と
り
い

れ
て
い
ま
す
。
」

現
在
旧
名
の
調
理
場
ス
タ
ッ
フ
の
指

揮
を
と
る
、
親
子
二
代
の
神
戸
っ
子
シ

エ
フ
。
ハ
イ
カ
ラ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
ど
ん
な
新
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
挑

む
か
楽
し
み
だ
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
他
に
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
用
意
さ
れ
て

お
り
十
〜
十
八
名
の
食
事
も
で
き
る
。

こ
ち
ら
も
景
色
は
最
高
ノ（

小
泉
美
喜
子
）

■
シ
ュ
ー
ル
・
レ
ゼ
ー
ル
／
神
一
岳
央
区
北
野
町
１

丁
目
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
調
Ｆ
Ⅲ
（
⑩

２
９
１
．
１
１
２
１
㈹
営
業
時
間
荊
時
釦
分
〜

Ｍ
時
訓
分
汀
〜
創
時
釦
分
（
ラ
ス
ト
ォ
ー
ダ
ー
副
睦
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極

冒巴 今 ロ雲

蝿

ゴ

さ
ん
が
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
東
入
□

か
ら
川
米
西
へ
、
モ
リ
タ
靴
店
の
北
隣

リ
ヤ
マ
グ
チ
自
転
車
の
二
階
に
、
お
い

し
い
、
た
の
し
い
、
あ
た
ら
し
い
「
Ｔ

Ｅ
ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
南
店
を
七
月
二
十
日
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。

ベ
ー
ジ
ュ
色
の
フ
ァ
サ
ー
ド
が
、
賑

や
か
な
通
り
に
面
し
て
か
か
る
「
Ｔ
Ｅ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
」
南
店
の
階
段
を
上
る
と
、
床
は

懐
し
い
レ
ト
ロ
な
タ
イ
ル
。
黒
い
テ
ー

ブ
ル
に
も
茶
色
の
タ
イ
ル
の
縁
ど
り
が

あ
る
等
、
店
内
は
シ
ン
プ
ル
で
気
軽
な

ト
ァ
ロ
ー
ド
の
、
お
し
ゃ
れ
な
広
東

料
理
の
「
Ｔ
Ｅ
ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
の
オ
ー
ナ
ー
郭

■
味
の
遊
覧
船

テ
イ
テ

Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

南
館

皿-,寿詩 牌，’
' ‐閲T 嗣醗 ｊ

Ｏ
－
８
曇 ｇ

一
昨
日
〃

画

凸

唾
４石止

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
、
仕
事
仲
間
の
ア
フ

タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
や
友
達
、
家
族
で
パ
ラ

ダ
イ
ス
気
分
を
と
個
性
を
出
し
て
い
る

ん
で
す
。
値
段
も
お
安
く
し
て
あ
り
ま

す
の
で
皆
さ
ん
で
来
て
下
さ
い
よ
。
」
と

語
る
若
い
オ
ー
ナ
ー
の
意
気
込
み
は
迫

力
が
あ
る
。
勢
い
が
あ
る
店
は
、
若
い

ス
タ
ッ
フ
も
一
生
懸
命
で
気
持
ち
が
い

い
。八

宝
菜
（
剛
円
）
古
老
肉
（
川
円
）
回
鍋

肉
（
剛
円
）
生
菜
包
（
Ⅲ
円
）
干
焼
蝦
、
妙

一
一
一
鮮
（
１
、
○
○
○
円
）
な
ど
が
ラ
ン
チ

メ
ニ
ュ
ー
二
十
品
の
一
例
だ
。
一
品
に

ラ
イ
ス
と
ス
ー
プ
つ
き
。
夜
は
鳳
城
魚

滑
（
２
、
○
○
○
円
）
鯛
の
お
さ
し
み

が
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
。
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
の
メ
ニ
ュ
ー
も
そ
の
ま
ま
の
値
段
で

（
ス
ー
プ
と
ご
飯
ナ
シ
）
味
わ
え
る
。
味

は
確
か
な
本
格
派
だ
。
お
い
し
い
、
た

の
し
い
、
あ
た
ら
し
い
「
Ｔ
Ｅ
ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｌ

南
店
は
、
毎
日
で
も
通
え
る
店
で
あ
る
。

（
小
泉
美
喜
子
）

■
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
１
丁
目
７
番
９
号
（
毎
月

曜
休
）
州
ｎ
時
〜
叩
加
時
ａ
Ｏ
７
８
（
３
２
１
）
３
３

２
２

雰
囲
気
だ
が
、
開
店
早
々
、
地
元
の
華

僑
の
人
た
ち
や
、
料
理
人
仲
間
の
中
国

語
が
飛
び
か
っ
て
い
る
と
、
こ
れ
は
本

も
の
の
料
理
だ
な
と
楽
し
み
に
な
る
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
出
会
っ
た
セ
ン
タ

ー
街
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
ー
シ
ン
の
崖

さ
ん
は
「
牛
肺
（
牛
バ
ラ
煮
込
み
一
、
○

○
○
円
）
が
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
よ
。

夕
べ
も
家
族
で
一
緒
に
来
た
ん
よ
」
。
と

い
い
つ
つ
食
べ
て
い
る
妙
飯
（
五
○
○

円
）
が
ま
た
美
味
そ
う
。
本
場
の
人
た

ち
が
や
っ
て
く
る
の
は
聴
Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

南
館
の
料
理
人
の
腕
を
知
っ
て
い
る
か

ら
だ
。郭

さ
ん
は
「
ト
ア
・
□
Ｉ
ド
店
を
開

い
て
一
年
目
な
の
で
す
が
、
こ
の
場
所

が
魅
力
で
頑
張
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
っ

ち
は
、
落
ち
つ
い
た
空
間
で
ゆ
っ
く
り

と
ア
ー
ト
フ
ル
に
、
コ
ー
ス
料
理
の
楽

し
さ
を
。
南
店
は
一
品
料
理
を
九
十
種

類
揃
え
て
、
広
東
料
理
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

の
あ
る
よ
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
ワ
イ
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